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１ 施策の概要

施策名
（節の名称）

№
母子・父子福祉の充実29

平成２６年度　施策評価シート

作成日 平成 26 年 12

部章節№ 第3部 第4章 第2節 評価担当部 民生部
関連部局 環境経済部

総合計画書掲載頁 122 頁 記載責任者

施策の目的
（基本方針）

母子・父子家庭に対して、地域で安心して生活し、子育てができるよう、相談体制の強化や支
援サービスの推進をはかります。

２ 施策を取り巻く環境

施策の現状
本町の母子・父子世帯は、離婚などによる増加傾向にあります。ひとり親で生計や子育てを担
うことから、経済的・精神的にもその負担が重くなりがちであることから、地域の民生委員･
児童委員と相談し、各種援助制度を活用している。

平本明敏

総合計画
体　系

まちづくりの目標【部】 健康でゆとりとふれあいのまちづくり

施策の分類【章】 ふれあいとささえあいのある社会福祉の充実

法令・制度
の変更

施策の課題
ひとり親家庭の経済的な自立への支援や精神面への支援、また家事・育児・就労などの生活上
の課題解消に向けた支援のに努める必要がある。

３ 施策の成果指標 (基本方針を達成するため本施策に求められる成果を定量的に表記します。)

住民満足度

指標（単位）
総合計画
策定時

中間値
（26年度）

目標値
28年度 達成度

『母子・父子福祉の充実』について「満
足」と感じる住民の割合

22.7 ％ 33.5 ％ 33.0 ％ A

主　な
目標指標

指標（単位） 増減
総合計画
策定時 23年度 24年度 25年度

目標値
28年度 達成度

－

－

－

主　な
活動指標

指標（単位） 増減
総合計画
策定時 23年度 24年度 25年度

目標値
28年度 達成度

４ 施策の活動指標 (「3 施策の成果指標」の目的を達成するため本施策において町が行う活動内容等を定量的に表記します。)

広報等周知回数 増 2 2 2 2 2 A

－

－



№ 名称 № 名称

５ 総合計画の進捗状況調査に基づく基本施策の評価
基本施策

評価結果
基本施策

評価結果

1 母子・父子福祉の充実 B

B

総合評価結果に対する分析（施策全体について、進捗状況、有効性・効率性の観点を踏まえて分析してください。）

６ 総合評価

成果指標評価 A 活動指標評価 A 進捗状況調査結果

７ 今後の方向性

方向性 □ 現状維持 ■ 一部見直し

ひとり親家庭医療費助成、水道料金の助成等の経済的な支援や職業安定所等と連携し
た就労支援等様々な支援に努めているが、経済面の他にも、ひとり親であることによ
る不安や生活上の課題解消に向け、相談体制の整備に努める。

総合評価

A 良好と認められる施策です。
（自動判定）

改善案
などの
内　容

・ひとり親家庭の実態把握やニーズ把握に努め、必要な情報を提供するとともに、援
護制度の検討や、地域において更なる相談・指導体制の充実に努める必要があると思
われる。
・父子家庭援助のため、義務教育終了前の児童と同居し、養育をしている方で、あい
かわ福祉サービス協会のホームヘルプサービスの利用者に対し、利用料の助成をして
いるが、本事業を見直し、平成27年度からは、母子家庭へも対象を拡大する。また、
本事業については、利用者が少ないものの、一人親家庭から相談があった場合には速
やかな対応が可能であり、安心して暮らすことができるよう支援に努める。

８ 庁内行政評価委員会コメント ※主管部等では記入しないでください。

評価・
方向性

所管部の方向性のとおり

□ 大幅な見直し □ 新たな取組みや事業を追加 □ その他



９ 総合計画の進捗状況調査における取組の方向性の評価（事務事業の評価）

基本
施策№

取組の方向性 評価
年度

評価
結果№ 名称 主管課

1 (2) 各種援護制度の周知と活用 福祉支援課 26年度 A

1 (1) 地域における相談・指導の強化 福祉支援課 26年度 A

母子・父子家庭への経済的支援
福祉支援課
国保医療課

26年度 A

1 (5) 父子家庭に対する援護制度の法的整備要望 福祉支援課 26年度 B

1 (4) 就労情報の提供と就労相談 商工観光課 26年度 B

1 (3)


